
研 究 科 教 授 会 議 事 要 旨 

 

日   時  平成３０年３月２３日（金）１４時１０分～１５時３８分 

 

場   所    ユメンヌホール 

 

出 席 者   栗本研究科長 

赤井、入戸野、森川、篠原、佐藤、三好、臼井、綿村、青野、小林、八十島、

足立、中野、山田、川端、吉川、牟田、ノース、山中、斉藤、辻、高谷、 

遠藤、中山、村上、シュベントカー、白川、福岡、森田、藤川、前迫、藤岡、

三宮、井村、老松、岡部、西森、野坂、佐々木、近藤（博）、高田、中澤、 

園山、檜垣、稲場、志水、千葉、渥美、山本、澤村、河森、中道、岡田、 

鈴木、安元の各教員（計５６名） 

欠 席 者  釘原、権藤、金澤、ズグスタ、中川、野村、小野田、藤目、大谷、杉田、 

バイサウスの各教員（計１１名） 

海外渡航者等 木村教員（計１名） 

 

 〔議事に先立ち、前回（３月８日）の議事要旨を確認した。〕 

 

                                    議  事 

 

（協議事項） 

１．研究科委員会の議決事項について 

本日開催の研究科委員会での議決事項について説明があり、審議の結果、これを承認し

た。 

 

２．未来共創センター准教授選考委員会の設置について 

未来共創センター准教授選考委員会を設置する旨説明があり、審議の結果、これを承認

した。 

  なお、本准教授は、未来共生学講座共生教育学研究分野を兼任し、学部英語コースの運

営にも携わる旨補足説明があった。 

 

３．教員の所属換えに関する取扱いについて 

資料１に基づき、取り扱いを一部改正する旨説明があった後、種々審議の結果、原案通

り承認し、取り扱いの 1の削除については 4月以降検討することとした。 

 

４．教員の所属換えについて                       

未来共創センター所属の教授を、行動生態学講座比較行動学研究分野教授に、行動生態

学講座生物人類学研究分野の准教授を未来共創センターに所属換えする旨説明があり、審

議の結果、これを承認した。なお、本部への上申が必要なため、異動日は平成 30年 5 月 1

日となる旨補足説明があった。 

 

５．招へい教員等の受入れについて 

資料２に基づき、招へい教員の受入れ申請が２件あったこと、経歴、研究業績等の説明

があり、審議の結果、受入れを承認した。 

 

６．学内委員会の選出について 



次の通り選出する旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

施設マネジメント委員会委員 

大阪大学ハラスメント相談室専門アドバイザー（任期：平成 30年 4 月 1日から 2年間） 

                       

７．人間科学部創設 50周年記念事業準備委員会の設置について 

人間科学部創設 50周年記念事業準備委員会の設置について説明があり、審議の結果、これを

承認した。また、委員長は次期筆頭副研究科長とし、他の委員については 4月以降検討する旨

補足説明があった。 

 

８．入試検証・検討チームの設置について 

入試検証・検討チームを設置したい旨説明があり、審議の結果、これを承認した。また、

メンバーはについて補足説明があった。 

 

９．部内委員会委員の交代について 

資料３に基づき、平成 30 年度部内委員会委員について説明があり、審議の結果、これを

承認した。 

 

１０．大阪大学人間科学研究科施設利用内規の一部改正について  

 資料４に基づき、一時的な施設の貸付については運営会議で審議せず施設マネジメント

委員会が承認できるよう内規の一部改正を行う旨説明があり、審議の結果、これを承認し

た。 

 

１１．平成２９年度計画達成状況評価シート等の作成について 

資料５に基づき、評価委員会の協議により平成 29 年度計画達成状況評価シート等が作成

されたことについて説明があり、審議の結果、若干の修正を含めてこれを承認した。 

 

１２．その他 
な し 

 

（報告事項） 

１．教員の退職について 

資料６に基づき、平成 29 年度末退職者について報告があった。 

 

２．UNESCO Chair の申請について 

資料７に基づき、本部国際部から本省に書類を提出し、3月 9日に受理された旨報告が

あった。 

 

３．外部評価報告書について 

平成 29年 12 月 4 日（月）に実施した外部評価の報告書が完成した旨報告があった。 

 

４．平成２９年度海外研究活動検討委員会の実績報告について 

資料８に基づき、平成 29 年度海外研究活動検討委員会において、学生 17 名を審議した

ことについて報告があった。 

 

５．各種委員会等報告について 

各委員長・委員等から１６件の報告があった。 

[学内関係] 

 各委員等から順番に報告 

（１）国際交流センター教授会（1.26,2.9,2.23） 

（２）全学教育推進機構会議（3.9） 



（３）公開講座運営委員会（3.12） 

（４）学生生活委員会（3.14） 

（５）遺伝子組換え実験安全委員会（3.14） 

（６）人文社会系戦略会議（3.14） 

（７）教育研究評議会（3.20） 

（８）部局長会議（3.20） 

（９）吹田地区事務長会（3.13） 

（10）その他 

[部内関係] 

（１）教育国際化推進委員会（3.8） 

（２）教務委員会（3.15） 

（３）運営会議（3.20） 

（４）広報委員会 

（５）未来共創センター報告 

（６）各室報告 

  ○学生支援室会議  

 

６．教員の海外渡航について 

資料１２に基づき、３件の報告があった。 

 

７．平成 30 年 4月 1 日からの運営組織構成員について 

資料１３に基づき、4月 1日からの大学の運営組織構成について通知があった旨報告が

あった。 

  

８．その他                                                             

（１）情報セキュリティ研修の受講率について 

資料１４の基づき、本研究科の受講率が１００％に達した旨報告があり、協力に対する

謝辞が述べられた。 
 

（２）個人情報の適切な管理の徹底について 
２月に行われた個人情報監査において、個人情報の適切な管理について教職員に対して

周知徹底されていないとの指摘を受けた旨説明があり、内規の整備を検討していること、
内規整備までに情報漏えいがあれば大きな問題となるので、資料１５を熟読の上、個人情
報の管理については十分注意いただきたい旨の説明があった。 
 

（３）資源ごみの分別廃棄について 
前回教授会において意見のあった資源ごみの廃棄について、段ボール箱又は紙袋に入れ

て廃棄すれば、ひもでくくらなくてもよいこと、来年度からは段ボール箱又は紙袋に入れ
た資源ごみを各棟のゴミ箱付近においておけば業者が回収するよう変更する予定で検討し
ており、詳細はおって連絡する旨報告があった。 

 

 

 

 

以  上 


